














講師：苫小牧工業高等専門学校 環境都市工学科 教授  下タ村 光弘 氏 





講師：室蘭工業大学 くらし環境系・社会基盤系学科 教授 田村 亨 氏 








日 時：3 月 8日（火），16:30 ～ 18:20(合同セミナー：無料) 
会 場：苫小牧市内(苫小牧プリンスホテル 苫小牧市双葉町３丁目２－８ Tel.0144-32-9222） 
主 催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター，苫小牧工業高等専門学校                 
後 援：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 研究協力会，中小企業家同友会 苫小牧支部， 
苫小牧信用金庫，苫小牧商工会議所，苫小牧市 
情報交換会：18:30 ～ 20:00(ご出席の方：3,000 円) 
申し込みは準備の都合上，2 月 28日(月)までに中小企業家同友会事務局までお願いします． 





貴社名                  
 
お名前 お役職 合同セミナー 情報交換会 
  出席・欠席 出席・欠席 
  出席・欠席 出席・欠席 
 平成２２年度 第４回 ＣＲＤセミナーのご案内 
日時：3月 11日(金) 10時 30 分～12時 00 分 
場所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター ２階 
主催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 
共催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 研究協力会 
参加費および定員：無料，30 名 










や汎用性向上を目的に，AFRP 板の表面処理や板幅が RC 部材
の曲げ補強効果に及ぼす影響について検討を行った．本セミ
ナーでは，その検討結果について報告する． 
テーマⅠ：水中接着補強工法の曲げ補強効果に及ぼす AFRP 板表面処理の影響 
客員教授 三上 浩 
(三井住友建設(株) 技術開発センター 主席研究員) 
提案の水中接着補強工法の補強効果の改善を目的に，表面
処理を施した AFRP 板を用いて水中接着曲げ補強した RC 梁の
静載荷実験を実施した．表面処理としては，AFRP ロッドの付
着性能向上等の実績がある砂付き処理を採用した．実験の結





テーマⅡ：水中接着補強工法の曲げ補強効果に及ぼす AFRP 板幅の影響 
くらし環境系領域 講師 栗橋 祐介 
本工法の汎用性向上を目的に，AFRP 板の断面積一定の下，AFRP 板幅および厚さを変化させて曲げ補
強した RC梁の静載荷実験を行った．なお，テーマ I の検討結果に基づき，AFRP 板には砂付き処理を施
した．その結果，AFRP 板幅によらず AFRP 板とコンクリートとの付着は計算終局変位近傍まで十分に確
保されており，提案工法により水中接着曲げ補強した RC 梁の曲げ耐荷性状は上縁コンクリート圧壊時
までほぼ同様である．ただし，全面剥離に至る変位は AFRP 板幅の小さい場合が大きい，ことなどが明
らかになった． 
従来工法における仮締切り工事の状況 
静載荷実験の状況 
